
57ふろくの組み立て方と使い方

絵／坂川知秋　写真／柳平和士

入っているもの

用意するもの
プラスドライバー（No.1）、潤滑油（サラダ油、模型用の
グリスなど　※化学合成オイルの中には、プラスチックをとかすも
のがあるので注意）、ストロー、セロハンテープ

注意 ふろくを組み立てる前に必ずお読み下さい。

●とがった部品の取り扱いには十分に注意してください。けがをするおそれがあります。
●ネジなど、小さな部品があります。誤って飲み込まないように注意してください。窒息などの危険が
あります。
★使い方と注意をよく読んでから実験してください。
★安全のため、この説明書にある使い方を必ず守ってください。また、使用中に破損、変形してしまっ
た部品は使用しないでください。
★実験後は、小さなお子さんの手の届かない場所にしまってください。

ネジ止めの注意
ふろくに使われているネジは、
プラスチックにみぞを刻みなが
ら入れていくタイプ。ネジ止め
に使うドライバーは、JIS規格
のNo.1のドライバーが最適。ネ
ジを止めるときは、ドライバー
をネジにしっかり垂直に押し付
けながら回す。基本は押す力が
7、回す力が3といわれる。精密
ドライバーは回しにくいので、
グリップ径が2cmくらいの小型
ドライバーを使おう。

No.1の
ドライバー
原寸図

ネジ
（×12）
※1本は予備

つば付きネジ
（×2） 送りゴム

ギア（大）

ギアカバー

テーブル

脚（左）

シリンダー

組み立て所要時間
本体：約30分

このふろくに使われているプラスチックの材質
パイプ、ピストン、シリンダー、テーブル、脚、
ギアカバー：ABS
パンチ、ハンドルA・B、黒い部品：POM
送りゴム：ゴム　ウレタンパッド：ウレタン
このふろくに使われている金属の材質
ネジ、軸：鉄
※不要になったときは、各自治体の決まりに従って処
分してください。

パイプ（笛）
ギア（小）

カム
押さえ（A）

脚（右）

送り軸
ハンドル（A）

皿ネジ（×12）
※1本は予備

ハンドル
（B） 板バネ

カム
押さえ（B）

ピストン軸

ピストン
※シリンダーに
はまっている。

パンチ

ウレタンパッド（小）

ウレタン
パッド（大）

クッションシート

パンチカードは、本誌の巻頭にあります。
切り離してお使いください。
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本体を組み立てよう

ハンドル
（ピストンを上下させると
同時にパンチカードを前
方へ送る。）

パイプの音階は、左からド、レ、ミ、ファ、
ソ、ラ、シ、ドの1オクターブ。チューニング
はウレタンパッドを上下させておこなう。

【鳥オルガン
構造図】

ピストン
（上下に動いて8本
すべてのパイプに
空気を送る。）

パンチカード
（穴で音階を記録する。）

パイプ（笛）
（8つの音階を
出せる。）

ウレタンパッドを引き上
げると音が低くなり、差
し込むと音が高くなる。

2.脚（右）の穴にピストン軸と送り軸
を通して、それぞれの軸をとなりの
穴に移動させる。

3.脚（右）の軸にギア
（小）、穴にギア（大）を
さす。

1.送り軸に送りゴムをはめ込む。

ギアを組み立てる1

送り軸
送りゴム

※固いのでゆっくり
力を入れてはめる。

送り軸
ピストン軸

脚（右）

脚（右）

ギア（小）

ギア（大）

穴

軸

※軸が四角い
方が上

※平らな
方が上

※穴の部分に
潤滑油をぬる。
ゴムにつかな
いように注意。

※まずは、
この大きな
穴に通して
から移動さ
せる。

※穴に潤滑油
をぬる。

※軸に潤滑油
をぬる。

こすれ合うところには必ず
潤滑油をぬる！

ギアのかみ合う音やピストンが上下する音が大きいと
メロディーを邪魔してしまうので、必ず、ギアの軸と
穴、ギアとギアがかみ合う部分など、接点という接点
には潤滑油（サラダ油や模型用のグリス）をぬるよう
にする。ちょっと多めかなと思うぐらいぬろう。
※化学合成オイルの中にはプラスチックをとかすもの
があるので注意が必要。オイルの説明書を確認しよう。

ハンドルを手で回すと
ピストンが上下に動
き、パイプ（笛）に空気
が送られ、音が鳴る。

磁化したドライバーを使おう！
磁化していない
ドライバーは
は、先端を磁石
に数回同じ方向
にこすりつける
だけで、簡単に
磁化する。試し
てみよう。

先が磁化している
ドライバーを使う
と、ネジをつけた
ままネジ止めする
ことができるので
便利。ネジはネジ
穴に垂直にさし、
押しつけながら回
して止める。

自宅にある磁石

すべての接点に
多めに潤滑油を
ぬっておく。サ
ラダ油をぬると
きは綿棒などを
使ってぬろう。

2.テーブルの裏にシリンダー
を取りつける。

ピストンを組み立てる2

つば付きネジ

つば付きネジ

ハンドル

皿ネジ

※潤滑油をぬる。

ギアカバー

脚（右）

皿ネジ

ギア（大）
の軸

※ハンドルを回して、
すべてのギアがスム
ーズに回転すること
を確認する。

ハンドルとギアカバー
の接点の　　の部分に
潤滑油をぬる。

シリンダー

テーブル

ネジ

ネジ

ネジ

ネジ

ネジ
ネジ

1.ピストンにカム押さえ（A）（B）を取りつける。

ピストン カム
押さえ（A）

カム
押さえ（B）

皿ネジ

皿ネジ 皿ネジ

皿ネジ

3.シリンダーにピストンを入れる。

5.板バネのつめで
送り軸を押さえて
ネジ止めする。

4.①②③④の順で、テーブルに脚（右）を取りつける。

※潤滑油をぬる前に、ピストン
をシリンダーの中で上下させ
て、ピストンの動きをチェック
しよう。図のように溝が合った
ところでピストンは上下する
が、動きが固い場合はピストン
を180°回転させてみる。

ピストン

シリンダー

溝

ネジ

※皿ネジでは
ない。

つめ 板バネ

送り軸

テーブル

※動きのチェックがすんだ
ら、シリンダー側面に潤滑油
をぬってピストンをはめる。
ピストンを回転させて油をな
じませておこう。

※シリンダー
の側面に潤
滑油をまん
べんなく多め
にぬる。

5.脚（右）にギアカバーを取り
つける。ギア（大）の軸にハン
ドルを取りつける。

ハンドル（A）

ハンドル（B）

①ピストンを持ち上げる。
②カム押さえを内側から少しひろげて、カムを通す。
③脚（右）をテーブルの側面にはめる。

④脚（右）をネジでしめて固定する。

カム

ネジ

全体をテーブルの方向に押しつけながら
ネジ止めする。

横から見たところ。

ネジ

4.ハンドル（A）（B）
を組み立てる。

テーブル

脚（右）

カム押さえ

テーブル

※ピストンの面
から皿ネジの頭
が出ないように
ネジ止めする。

カムの表面にも潤滑油
をぬっておく。 カム

テーブル

②

①
ピストン

③

④

④

③
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※すき間がある場合は、ネジをゆるめて、もう1度、脚をテーブルの方に
押しつけながらネジをしめ直す。ネジ止めした4か所ともチェックしよう。

①ピストン軸を少し
持ち上げて、脚（左）
の軸受けにさす。
②脚（左）をテーブ
ルの溝に差し込む。

③脚（左）をテーブル
の方に押しつけなが
らネジをしめて固定
する。

6.①②③の順で、テーブルに脚（左）を取りつける。

ド

差し込む長さの目安

パイプ（笛）を組み立てよう

1.左の台紙を
切り取ってク
ッションシー
トの粘着面に
貼る。

2.クッションシートをパイプに貼る。

パイプを組み立てる1

凹み

クッション
シート

ウレタン
パッド（大）

ウレタン
パッド（小）

※図のように
穴に近い方か
ら貼る。

2.パイプにウレタンパッドを差し込む。
ウレタンパッド（大）（小）を、指で切り分けて、それ
ぞれパイプに差し込む。

※凹みに合わ
せてシートを
貼る。

↓

台
紙

レ ミ ファ ソ ラ シ ド

※左の数値はパイプに
差し込む部分の長さ。
目安なので正確でなく
てよい。

※ふろくの音程は、便
宜的なもので、ほかの
楽器の音程とは異なる。

ストローで息を吹き入れ、音
を鳴らして、ドレミファソラ
シドに聞こえるようにチュー
ニングする。チューニングは
自分の耳だけが頼り。根気よ
くやろう。

チューニングをする2
※息の量によって音が変
化するので、つねに同じ
くらいの強さで吹く。

ド
レミ

ファソ
ラ

シド
音を高くしたいとき
→ウレタンパッドを少し差し込む
音を低くしたいとき
→ウレタンパッドを少し引き抜く

①②の順でテーブルにパイプを取りつける。

パイプをテーブルにセットする3

②
①

テーブル

※ハンドルを回転させると、
ピストンが小刻みに上下し
て、送りゴムがゆっくりと
回転することを確認する。

送りゴム

パイプ

※息が強すぎたり弱すぎ
たりして音が安定しない
ときは、セロハンテープ
で穴を半分ふさいで作業
してみよう。チューニン
グがすんだらセロハンテ
ープを取る。

※ハンドルを回すと、ピスト
ンから空気が送られて、ピヨ
ピヨピヨと音が鳴ることを確
認する。つめが外れていると
音が鳴らないので注意。

※ウレタンパッドに触る
と音程が変わってしまう
ので、なるべく触らない
ように作業する。

ネジ

※軸の先に潤滑油
をぬる。

軸受け

パイプの右側を脚（右）の
溝にさしてから、つめを脚
（左）の穴にさす。

つめ
脚（右）

溝
穴

セロハン
テープ

3mm
7mm

9mm
8mm
9mm
11mm

11mm
12mm

すき間

脚（左）

溝

テーブル

脚（左）

パイプ

【チューニングのしかた】ホームページアドレス…チューニング用の音も聴ける。
http://otonanokagaku.net/magazine/vol20/

脚とテーブルにすき間がないようにする（4か所）

ネジ

テーブル

②

③

③

①

つめ

※パイプ全体を矢印の
方向に押して、つめを
しっかりはめる。

台
紙

裏紙を
はがす。

パンチは追加注文を受け付けます。誤って破損したり、紛失したりした場合にご利用くださ
い。お申し込みは、郵便番号・住所・氏名・電話番号を書いた紙と1セットあたり500円分
（送料込み）の切手を同封の上、下記宛にお送りください。
【宛先】〒145-8502 学研大人の科学マガジン20手回し鳥オルガン追加注文係
【〆切り】2008年9月30日（〆切り前でもなくなり次第終了となります。お早めにお申し込
みください）

Q：パンチカードの穴が空けにくい。
A：雨が降ったりして湿度が高いときは、カードの紙が湿って
穴が空けにくい場合がある。

Q：紙がうまく送られない。
A：送りゴムの汚れをチェックしよう。
A：パンチ穴のバリが紙の動きを邪魔することがある。しっかり取ろう。
A：パイプとテーブルの間隔が狭すぎると紙が送られない。クッションシートに貼
った台紙をはがしてみよう。

A：紙の種類、湿度などの条件によって、うまく送られない場合がある。違う紙で
試してみよう。

Q：メロディーがきれいに聞こえない。
A：チューニングが合っていないとメロディーがきれいに聞こえない。
もう一度しっかりチューニングをやり直そう。

Q：カタカタと音がうるさい。
A：潤滑油のぬりが足りないと音が大きくなることがある。ギアやピストンなど、
こすれ合うところには多めに潤滑油をぬり直す。

A：パンチカードの穴がないところは、空気が抜けにくいのでどうしてもカタカタ
と音がしてしまう。気になるときは装飾音を足して常に音が鳴っているように
しよう。

A：カタカタ音を改善する方法が40ページある。簡単な改造なので挑戦してみよう。
Q：ピストンの動きが悪い。
A：本体にゆがみがないか確認する。平らなところに置いて、4本の脚がしっかり接
地していない場合は、固定している4本のネジをゆるめてゆがみを修正しよう。

A：ピストンの向きを180度回転させると、ピストンとシリンダーの相性が良くな
っ　
て、動きが改善することがある。試してみよう。

A：カム押さえ（B）の皿ネジを少しゆるめてみる。カムの動きがよくなる場合がある。
Q：音が出ない。
A：パイプのつめがはずれていないか確認する。
つめがはずれやすい場合は、右の写真のよう
に薄く切ったウレタンパッドをパイプの側面
に両面テープなどで貼ってからセットする。
パイプ全体がつめ側に押されて、つめがはず
れにくくなる。

Q＆A

Q&Aホームページアドレス
http://otonanokagaku.net/magazine/vol20/description.html

音を出してみよう
パンチを組み立てる1

パンチを皿ネジで
3か所固定する。

穴の空け方2
本誌3ページにあるチューニングカードをつくる。

※パンチを閉じて、矢印の部分
を上から指で押さえながらネジ
止めする。ほかの部分を押さえ
てネジ止めすると、かみ合わせ
が悪くなることがあるので注意。

1.パイプとテーブ
ルのすき間にパン
チカードを差し込
んで、ハンドルを
時計回りに回す。

パンチの先の穴からのぞいて狙いをつ
けよう。

※パンチで抜いた紙は飛びはねるの
で、目に入らないように注意する。

音を鳴らしてみよう3

※ソの音より高い
音は、反対側から
パンチする。

チューニングがすんだら、本誌巻頭
のソフトを作って演奏してみよう！

チューニングカード

※演奏するときは、左手の
親指と人差し指でテーブル
のふちを上から押さえる。
横から押さえると本体がゆ
がんで動きが悪くなること
があるので注意する。

※ハンドルを回す速さの目安
は、だいたい1秒間に1回転。
パンチカードの穴がないとこ
ろは、空気が抜けにくいため、
カタカタと音が鳴る。またそ
のときハンドルが少し固くな
るので、力を入れて回す。

3.もう一度チューニングする。

※差し込み始め
は、指でパンチ
カードを押し込
みながらハンド
ルを回す。

ストローを使ってチューニングをしても、実際にパンチカードで音を鳴らしたときに、
音程が変わってしまうことがある。チューニング用のパンチカードを使って、ドレミ
ファソラシドに聞こえるように、もう一度チューニングする。ハンドルの回転スピー
ドによっても音が変わるので、なるべく一定のスピードで回転させる。

薄く切った
ウレタンパッド

皿ネジ

皿ネジ

※この工程でネジ止めは
終わり。皿ネジとネジが
1本ずつあまるが、予備
なので問題ない。

【デモ演奏はコチラから】
http://otonanokagaku.net/magazine/vol20/
※ホームページにもソフトがアップされています。

2.パンチカードで音を鳴らす。
パンチカードの穴から空気が送られてピヨピヨピヨと音が鳴る。（ピストンが上下し
て音を出すので、連続音にはならない。）

※固いテーブルの上など
で演奏すると、カタカタ
と音が鳴るので、本体の
下に布などのクッション
をしこう！

閉じる

パンチ

※パンチの動きがかたい場合
は、ネジを少しだけゆるめて
みる。

※穴を間違えて空け
てしまったら、カー
ドの裏からセロハン
テープでふさぐ。

つめがはずれ
ている状態

パイプのつめがしっかり
はまっていない場合は、
パイプ全体をつめの方に
押してはめる。

つめ
このくらいのすき間
でも音が鳴らない。

つめがしっかり
はまっていない
と音が鳴らない

つめがはまっ
ている状態




